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春▶
『
元
気
い
っ
ぱ
い
』

中
村　

日
奈
子
（
南
神
戸
町
）

夏▶

『
ト
ッ
プ
タ
ー
ン
』

明
石　

栄
三
（
刈
谷
市
）

秋▶

『
入
城
』

大
羽　

徹
（
長
久
手
市
）

冬▶

『
春
の
訪
れ
』

岩
瀬　

悟
司
（
田
原
町
）

　渥美半島の四季（春・夏・秋・冬）をテーマに昨年募集した「観光
写真コンクール」の入賞作品が、2月5日（水）に行われた審査会
において決定しました。ここでは、応募総数299点の中から選
ばれた上位８作品と全入賞者をご紹介します。
　また、昨年行われた「第11回田原市民まつり写真コンクール」
の入賞作品も、応募総数158点の中から選ばれましたのでご紹
介します。　《敬称略》

◎入賞作品展示

▶渥美半島観光ビューロー☎23局3516
▶商工観光課☎23局3522

場所 期間
田原文化会館 3月13日（木）まで
サンテパルクたはら 3月14日（金）～31日（月）

田原市長賞

田原市観光写真
コンクール2013

入賞作品決定!!
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田
原
市
観
光
写
真

　
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

　
第
11
回
田
原
市
民
ま
つ
り

　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

渥美半島観光ビューロー会長賞

春▶

『
源
氏
蛍
の
山
里
』

花
井　

岳
晴
（
伊
川
津
町
）

夏▶

『
龍
宮
ま
つ
り
』

大
木　

知
子
（
豊
橋
市
）

秋▶

『
花
火
見
物
』

水
谷　

清
（
豊
橋
市
）

冬▶

『
初
日
の
出
』

三
輪
野　

義
弘
（
豊
橋
市
）

『
市
民
パ
レ
ー
ド
』

近
藤　

吉
貢
（
若
見
町
）

『
若
さ
ぜ
ん
か
い
』

斉
藤　

松
次
（
若
見
町
）

第11回田原市民まつり写真コンクール

◦田原市長賞 ◦田原市民まつり推進協議会長賞

　

大
木　

知
子（
豊
橋
市
）

　

杉
浦　

孟
悟（
碧
南
市
）

　

伊
藤　

よ
し
の
り（
西
山
町
）

　

小
野
田　

博
志（
豊
橋
市
）

　

仲
根　

英
之（
豊
橋
市
）

　

三
輪
野　

義
弘（
豊
橋
市
）

　

長
坂　

幸
久（
や
ぐ
ま
台
）

　

巽　

三
喜
男（
豊
川
市
）

　

山
田　

士
郎（
田
原
町
）

　

冨
田　

秀
夫（
豊
川
市
）

　

榑
松　

貞
美（
一
宮
市
）

　

神
谷　

壽
子（
豊
橋
市
）

　

森
島　

亜
矢
子（
豊
橋
市
）

　

黒
宮　

澄（
田
原
町
）

　

清
水　

昭
三（
蒲
郡
市
）

　

大
木　

一
男（
豊
川
市
）

◦
中
日
写
真
協
会
賞

　

大
木　

知
子（
豊
橋
市
）

　

冨
田　

秀
夫（
豊
川
市
）

　

小
山　

豊（
豊
川
市
）

◦
田
原
市
民
ま
つ
り
推
進
協
議
会
賞

　

小
山　

豊（
豊
川
市
）

　

都
築　

和
雄（
豊
橋
市
）

　

森
本　

義
弘（
豊
橋
市
）

　

安
達　

忠
一（
豊
川
市
）

　

中
村　

和
彦（
南
神
戸
町
）

　

花
井　

岳
晴（
伊
川
津
町
）

　

深
谷　

明（
高
浜
市
）

　

斉
藤　

松
次（
若
見
町
）

※
各
賞
２
作
品
以
上
入
賞
の
方
は
、各
賞

１
度
の
名
前
掲
載《
敬
称
略
》
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1

2

▪
今
後
の
取
り
組
み

　

施
設
管
理
の
効
率
化
、市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
な
ど
を
踏
ま
え
、公
共
施
設
適
正
配

置
計
画
を
策
定
し
、「
保
有
総
量
縮
小
」「
効

率
的
利
用
」「
長
寿
命
化
」を
進
め
て
い
き
ま

す
。ま
た
、公
共
施
設
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て

も
随
時
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

※
作
成
し
た
田
原
市
公
共
施
設
白
書
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

▼
財
政
課
☎
23
局
３
５
９
１

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

田
原
市
は
、公
共
施
設
の「
今
」を
知
る

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
し
て「
田
原
市
公
共

施
設
白
書
」を
作
成
し
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
、市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
ハ
コ
モ
ノ
施
設（
道
路
や
橋
梁
、下

水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
除
く
）の
現

状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
公
共
施
設
の
主
な
数
量

1
総
面
積
約
39
万
５
０
０
０
㎡
（
３
６
６

施
設
）

　

学
校
教
育
施
設
や
市
営
住
宅
の
割
合
が
高
い

2
一
人
当
た
り
の
公
共
施
設
面
積
＝
６
・
１

㎡
／
人

　

全
国
の
同
規
模
人
口
自
治
体
の
中
で
最

大
（
全
国
平
均
は
３
・
45
㎡
／
人
）

3
全
て
の
施
設
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
今

後
50
年
間
で
約
２
０
０
０
億
円
が
必
要
！

　

現
在
８
億
円
／
年
の
経
費
が
、
今
後
は

40
億
円
／
年
必
要

▪
社
会
的
条
件
の
整
理

1
深
刻
な
少
子
高
齢
化
時
代

　

人
口
構
成
の
変
化
に
よ
り
、
公
共
施
設

の
利
用
ニ
ー
ズ
の
見
直
し
が
必
要

2
財
政
状
況
の
推
移

　

地
方
交
付
税
の
減
収
な
ど
の
見
込
み
に

よ
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
運
営
を
迫

ら
れ
る
可
能
性
が
高
い

庁舎等施設
25,690㎡

市民館等施設
16,137㎡

生涯学習施設
11,748㎡
文化施設
16,708㎡
体育施設
15,038㎡
児童福祉施設
24,109㎡
衛生施設
29,996㎡
保険・福祉施設
15,272㎡

産業振興施設
6,251㎡観光施設

5,792㎡

公営住宅等施設
63,826㎡

消防施設
6,248㎡

学校教育施設
128,126㎡

その他施設
30,278㎡

F
acility m

anagem
ent

公
共
施
設
の
有
効
利
用
に
向
け
て

田
原
市
公
共
施
設
白
書
を
作
成

市政の話題

Attraction of Enterprises

●田原市の公共施設の割合（平成24年度末）

▲ 366 施設、延床面積 395,218㎡

田
原
市
お
よ
び
東
三
河
地
域
の
企
業

立
地
を
推
進
す
る
た
め
、「
平
成
25

年
度
田
原
市
企
業
誘
致
懇
談
会
」を
、２
月

10
日（
月
）に
東
京
第
一ホ
テ
ル
錦（
名
古
屋

市
）で
開
催
し
ま
し
た
。

　

主
催
は
田
原
市
で
、田
原
市
商
工
会
の
共

催
、愛
知
県・東
三
河
５
市
企
業
誘
致
推
進

連
絡
会
議
の
協
力
を
得
て
、今
回
が
10
回
目

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

懇
談
会
に
は
、国
内
の
製
造
業
や
物
流
企

業
関
係
者
な
ど
38
社（
約
65
名
）が
出
席
。

鈴
木
克
幸
田
原
市
長
や
永
田
清
愛
知
県
副

知
事
が
、本
市
の
企
業
分
譲
地
の
優
位
性
や

税
制
、各
種
優
遇
施
策
の
ほ
か
、市
政
の
話

題
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
説
明
を
行
い
、参
加

者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、２
月
７
日（
金
）に
は
、同
連
絡
会

議
主
催
に
よ
る「
東
三
河
５
市
企
業
連
携

懇
談
会
」を
、浜
松
町
東
京
會
舘（
東
京
都
）

で
開
催
し
、主
に
都
内
に
本
社
機
能
を
有
す

る
20
社
の
企
業
と
東
三
河
各
市
の
市
長
が

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ
は「
三
河
港
と

高
速
道
路
を
機
軸
と
し
た
産
業
集
積
の
魅

力
」。東
三
河
地
域
や
各
市
の
概
要
説
明
の

後
、新
た
な
誘
致
手
法
や
企
業
サ
ポ
ー
ト

策
、企
業
の
展
望
に
よ
る
本
地
域
の
魅
力
あ

る
地
域
条
件
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、参
加
し
た
企
業
か
ら
は
、活
発
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▼
企
業
立
地
推
進
室
☎
23
局
３
５
４
９

◦田原市の魅力についてアピールする鈴木市長

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で

企
業
誘
致
懇
談
会
を
開
催
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市政の話題

R
em

em
brance

2
初
代
田
原
市
長
、
田
原
市
名
誉
市
民

故
・
白
井
孝
市
さ
ん
の
功
績

3

福岡県宮若市と災害時相互応
援協定を締結
　２月５日（水）、田原市と福岡県宮若市との間で、
災害時相互応援に関する協定を締結しました。

　この協定は、田原市と宮若市のいずれかにおい
て災害が発生し、被害を受けた市から応援の要
請があった場合に、被災市の災害応急対策および
復旧対策が迅速かつ円滑に遂行できるよう、相互
応援に関する事項を定めたものです。
　今回の締結により、食料、飲料水、そのほか生活
必需品などの物資の提供や、災害時応急復旧に
必要な職員の派遣などを行います。

▼防災対策課☎23局3548

▲協定を締結した有吉哲信宮若市長（右）と鈴木田原市長 の
通
学
手

段
と
な
る

路
線
バ
ス
な

ど
の
費
用

を
市
が
負

担
す
る
こ
と

な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い

ま
す
。

▼
教
育
総
務
課
☎
23
局
３
５
３
０

１
月
24
日（
金
）に
、野
田
校
区
コ
ミ
ュニ

テ
ィ
協
議
会
か
ら
、『
野
田
中
学
校
と

田
原
中
学
校
と
の
統
合
に
つ
い
て
』の
報
告

書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、生
徒
数

の
減
少
に
伴
い
部
活
動
の
選
択
肢
が
少
な
い

こ
と
や
、教
科
の
専
任
教
員
不
足
な
ど
、保

護
者
の
意
見
を
踏
ま
え
、昨
年
の
12
月
に
校

区
に
お
い
て
結
論
が
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

報
告
書
で
は
、平
成
28
年
度
に
野
田
中

学
校
を
田
原
中
学
校
へ
統
合
す
る
ほ
か
、そ

24

R
eorganization

野
田
中
学
校
と
田
原
中
学
校
を
統
合

野
田
校
区
が
報
告
書
を
提
出

▲報告書を提出した河合凞人会長（写真
中央）、河邉禎人副会長（右から2人目）、
本多康治自治会副会長（右）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
基
礎
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
は
じ
め
、臨
海
工
業
地
域
の

整
備
や
進
出
企
業
の
受
入
体
制
づ
く
り
に

携
わ
り
、本
市
に
お
け
る
産
業
の
発
展
に

寄
与
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
セ

ン
タ
ー
の
導
入

な
ど
、将
来
を
見

据
え
た
先
進
的

な
取
り
組
み
に

関
し
て
、重
要
な

役
割
を
果
た
さ

れ
ま
し
た
。

【
略
歴
】

昭
和
58
年
６
月
１
日　

田
原
町
助
役

平
成
７
年
４
月
28
日　

田
原
町
長

平
成
15
年
８
月
20
日　

田
原
市
長

平
成
19
年
４
月
27
日　

退
任（
任
期
満
了
）

【
賞
罰
】

平
成
20
年
11
月
３
日　

市
政
功
労
表
彰

平
成
23
年
４
月
29
日　

旭
日
双
光
章

平
成
23
年
10
月
５
日　

田
原
市
名
誉
市
民

平
成
25
年
11
月
22
日　

愛
知
県
知
事
表
彰

▼
広
報
秘
書
課
☎
22
局
０
１
３
８

市
制
施
行（
平
成
15
年
８
月
20
日
）後

の
初
代
田
原
市
長
で
、田
原
市
名
誉

市
民
の
白
井
孝
市
さ
ん
が
、平
成
25
年
12
月

22
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
哀
悼

の
意
を
表
し
、心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

▪
白
井
孝
市
さ
ん
の
功
績

　

白
井
さ
ん
は
、田
原
町
長
お
よ
び
田
原

市
長
と
し
て
、平
成
７
年
４
月
か
ら
３
期

12
年
に
わ
た
り
市
民
生
活
の
向
上
と
市
の

発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

渥
美
半
島
の
一
体
化
に
よ
る
地
域
基
盤

強
化
の
必
要
性
を
提
唱
し
、渥
美
郡
３
町

合
併
を
推
進
。各
町
の
住
民
や
関
係
者
の

意
見
を
誠
実
に
受
け
止
め
な
が
ら
、強
い

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、２
度
の
合

併
を
経
て
今
日
の
田
原
市
の
礎
を
築
か
れ

ま
し
た
。

◦故・白井孝市さん
　（平成19年4月撮影）



平成26年3月1日 │　 │6

消
す
ま
で
は
　
心
の
警
報
　
ＯZ

の
ま
ま

消太

救子

春
号

　

平
成
25
年
消
防
統
計

　

消
火
協
力
者
表
彰

救　助 救　急 火　災

種別 H25 前年比 種別 H25 前年比 種別 H25 前年比

交通 18 △ 3 急病 1499 △ 47 建物 14 △ 6

水難 8 △ 10 一般 311 △ 23 車両 0 △ 3

機械 1 △ 2 交通 207 △ 9 船舶 1 1

火災 0 △ 1 労災 26 ± 0 林野 2 2

その他 6 △ 5 その他 149 △ 39 その他 18 3

合計 33 △ 21 合計 2192 △118 合計 35 △ 3

▪田原市管内の出動件数

　

昨
年
と
比
べ
火
災
は
約
８
％
減
、
救
急

は
約
５
％
減
、
救
助
は
約
39
％
減
と
な
り

ま
し
た
が
、
火
災
の
う
ち
林
野
火
災
、
そ

の
他
火
災
が
増
加
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

屋
外
で
ゴ
ミ
や
枯
草
な
ど
を
焼
却
し
て
い

て
燃
え
移
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

　

屋
外
で
の
焼
却
行
為
は
、
許
可
を
受
け

た
あ
ぜ
焼
き
な
ど
の
一
部
を
除
き
原
則
禁

止
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
持
っ
て

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

い
ま
し
た
。
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
た

勇
気
あ
る
行
動
に
感
謝
し
ま
す
。

　

平
成
25
年
10
月
６
日
、
江
比
間
町
地

内
で
発
生
し
た
建
物
火
災
お
よ
び
11
月

12
日
、
豊
島
町
地
内
で
発
生
し
た
そ
の

他
火
災
に
お
い
て
、
初
期
消
火
に
よ
り

火
災
の
拡
大
を
未
然
に
防
い
だ
功
績
を

た
た
え
、
下し
も
む
ら
と
し
ひ
で

村
俊
英
さ
ん
（
江
比
間

町
）、
河こ
う
べ
ゆ
う
た

邉
悠
太
さ
ん
（
福
江
高
１
年
）、

天て
ん
ぱ
く
あ
き
ら

白
晃
さ
ん

（
同
校
１
年
）

に
対
し
、
12

月
６
日
消
防

本
部
に
お
い

て
表
彰
を
行

▲左から天白晃さん、河邉悠太さん、下村俊英さん

◉総理大臣感謝状を受領

2 月 17 日（月）、日本消防会館（東京都港区）
で行われた「全国消防団大会」で、田原市消
防団に総務大臣感謝状が贈呈されました。こ
の感謝状は消防団員数が増加するなど、地域
防災力の向上に貢献した消防団に対して、総
務大臣から贈られ
たも の です。 感
謝状贈呈式には、
田原市消防団の
代表として榊原源
一団長が出席し、
感謝状を受け取り
ました。
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の
も
と
消
防
団
員
に
各
種
の
サ
ー
ビ
ス

や
、
割
引
な
ど
の
提
供
を
行
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
充
実
は
地
域
防
災
力
の
向

上
に
つ
な
が
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
、
応
援
制
度
に
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
る
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
田
原
市

消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て

い
ま
す
。

▼
消
防
本
部 

消
防
課 

消
防
係

☎
23
局
４
０
７
３

　
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/
section/syoubou/

⑩
宝
く
じ
が
当
た
っ
た
よ
。何
が
よ
か

っ
た
？

〈
ヨ
コ
の
カ
ギ
〉

①
田
原
市
が
あ
る
都
道
府
県
。

④
朱
肉
を
付
け
て
書
類
に
押
す
も
の
。

⑤
ウ
ナ
ギ
や
焼
き
鳥
な
ど
を
焼
く
た

め
の
燃
料
。

⑦
分
か
れ
道
。運
命
の
○
○
に
立
つ
。

⑨
秋
に
葉
が
紅
色
に
変
る
こ
と
。

⑪
○
○
○
を
か
け
て
、金
メ
ダ
ル
が
取

れ
る
よ
う
に
が
ん
ば
る
。

▼
賞
品
＝
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
、

田
原
市
防
火
協
会
か
ら
記
念
品
を
プ

レ
ゼ
ン
ト

▼
締
切
り
＝
３
月
31
日（
月
）※
消
印

有
効

▼
発
表
＝
記
念
品
の
発
送
を
も
っ
て

発
表
と
し
ま
す
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
答
え
と
郵

便
番
号
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電

話
番
号
・
消
防
に
対
す
る
ご
意
見
な
ど

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。多
数
の
ご
応

募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
あ
て
先
＝
田
原
市
消
防
署　

〒
４
４
１

－

３
４
９
２（
住
所
不
要
）

「
消
防
か
わ
ら
版
」

【
冬
号
の
答
え　

カ
イ
テ
イ
】

（
応
募
総
数
29
通
中
、正
解
29
通
）

〈
タ
テ
の
カ
ギ
〉

①
氷
を
英
語
で
。

②
く
ら
い
。身
分
。

③
控
え
め
で
素
直
な
こ
と
。

⑥
お
祭
り
で
担
い
で
い
る
も
の
。

⑧
水
や
酒
な
ど
の
液
体
を
口
の
細
い
容
器
に
注

ぎ
い
れ
る
た
め
の
道
具
。

▼
消
防
署

☎
23
局
４
０
７
５

23
局
２
４
４
０

syoubous@
city.tahara.aichi.jp

カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め
た
ら
、Ａ
Ｂ
C
D

の
順
に
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

⑧

⑩

③C

⑩B

Ａ⑪D

① ②

④

⑤ ⑥

⑨

⑦ ⑧

　　

今
、
地
域
防

災
に
重
要
な
役

割
を
は
た
し
て

い
る
消
防
団
員

の
確
保
が
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。
田
原
市
で
は
地
域
の
若
者
が
入
り
易

い
消
防
団
に

す
る
た
め
、

『
が
ん
ば
ろ

う
！
消
防
団

応
援
事
業
所

制
度
』
を
導

入
し
、
市
内

の
事
業
者
の

方
の
ご
協
力

  
消
防
団
員
の
応
援
を

  
お
願
い
し
ま
す◦

「愛知消防団の日」市内で消防団をPRする団員
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住民基本台帳人口
（平成 25 年 3 月 31 日現在） 歳出額 (A) 実質収支 人件費 (B) ※ 人件費率

(B/A)

6万5,433 人 262 億5,581 万3千円 21 億9,819 万5千円 55 億9,295 万7千円 21.3％

職員数
(A)

給与費 １人当たりの
給与費（B/A)給料 期末・勤勉手当 その他手当 計 (B)

658 人 24億7,732万円 8 億 5,971 万1千円 4億5,027 万1千円 37億8,730 万2千円 575万6千円

区分
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市 14万　100円 17万2,200円 13万7,200円

愛知県 14万2,881円 17万6,734円 13万1,532円

国 13万3,418円 16万3,987円 －

区分 経験年数
一般行政職 技能労務職

高校卒 大学卒 高校卒

田原市

10 ～ 14 年 26万8,600円 28万8,600円 －

15 ～ 19 年 31万6,300円   33万 1,500円 28万1,500円

20 ～ 24 年 32万8,100円 35万3,400円 28万3,100円

国

10 ～ 14 年 22万3,456円 26万4,447円 22万 　833円

15 ～ 19 年 26万8,240円 30万 9,859円 24万7,301円

20 ～ 24 年 30万2,095円 35万 　718円 26万5,521円

◦人件費の状況（平成 24 年度普通会計決算）

◦職員給与費の状況（平成 24 年度普通会計決算）

◦職員の平均年齢および平均給料月額・平均給与月額の状況（平成 25 年４月１日現在）

◦職員の初任給の状況（平成 25 年４月１日現在）

◦職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 25 年４月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

田原市 44.9 歳 33万6,000円 35万9,406円 52.9 歳 28万 7,300円 28万1,093円

国 43.1 歳 30万7,220円 37万6,257円 49.9 歳 27万 2,119円 30万9,534円

【参考】東三河５市平均 42.5 歳 33万4,177円 35万1,015円 48.0 歳 30万7,468円 31万 　423 円

※特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※一般職の職員の給与で、教育長を含みます。／ 職員数は、平成 24 年 4 月 1 日現在です。／その他手当には、退職手当を含みません。

※数値は、平成 25 年度給与実態調査の普通会計の数値によるものです。
※一般行政職とは、医療・税務・教育・消防・労務・企業・福祉職以外の一般の事務・技術業務に携わる職員です。
※「平均給与月額」とは、毎月支払われる給与（給料、扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当）の平均です。なお、田原市は地域手当はありません。
※国は、東日本大震災の復興財源確保のための臨時の特例措置として、平成 24 年４月から２年間にわたり、国家公務員の給与の平均 7.8％カットを実施しています。
※東三河５市平均は、「市町村行財政のあらまし」および各市ホームページでの公表データから算出しています。

市役所職員の給与は、職務の内容、民間との比較、国家公務員や
他市町村とのバランスを図りながら、条例により定められています。

▼人事課 ☎ 23局7404　 23局0180

市職員の給与等の状況を公開します  

※国は、東日本大震災の復興財源確保のための臨時の特例措置として、平成 24 年４月から２年間にわたり、国家公務員の給与の平均 7.8％カットを実施しています。
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◦特別職の報酬等の状況（平成 25 年 4 月 1 日現在）

区分 田原市 国

期末手当
勤勉手当

（平成 24 年度支給割合）

区分 期末手当 勤勉手当 区分 期末手当 勤勉手当

　６月期 1.225 月分 0.675 月分 　６月期 1.225 月分 0.675 月分

12 月期 1.375 月分 0.675 月分 12 月期 1.375 月分 0.675 月分

計 2.60 月分 1.35 月分 計 2.60 月分 1.35 月分

その他 職制上の段階・職務の級などによる
加算措置あり その他 職制上の段階・職務の級などによる

加算措置あり

退職手当
（平成 25 年４月１日現在）

区分 自己都合 勧奨・定年 区分 自己都合 勧奨・定年

勤続 20 年 23.50 月分 30.55 月分 勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分

勤続 25 年 33.50 月分 41.34 月分 勤続 25 年 32.83 月分 38.9550 月分

勤続 35 年 41.50 月分 50.70 月分 勤続 35 年 40.67 月分 47.7750 月分

最高限度額 59.28 月分 59.28 月分 最高限度額 55.86 月分 55.8600 月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2% ～ 20% 加算）

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2% ～ 20% 加算）

1 人当たりの
平均支給額※ 977万2千円 2,407万1千円

◦職員手当の状況

※退職手当「１人当たりの平均支給額」は、平成 24 年度中に退職した全職員に支給された額の平均です。

区分 内容

扶養手当
（平成 25 年４月１日現在）

◦配偶者　13,000 円
◦配偶者以外の扶養親族　6,500 円
　（配偶者がない場合は 1 人目 11,000 円）
※配偶者以外の扶養親族で 16 歳以上 22 歳未満の子
　1 人につき 5,000 円を加算

住居手当
（平成 25 年４月１日現在） 借家の家賃に応じて限度額　27,000 円

通勤手当
（平成 25 年４月１日現在）

◦交通機関利用者の最高支給限度額　55,000 円
◦交通用具利用者
　自動車等の使用距離に応じて 2,000 円～ 24,500 円

時間外勤務手当
（平成 24 年度普通会計決算）

職員１人当たり
平均支給年額※

34万9,802円

特殊勤務手当
（平成 24 年度普通会計決算）

職員全体に占める
手当支給職員の割合※

支給職員１人当たりの
平均支給年額※ 主な支給対象業務

21.2% 11万2,986円 ◦徴収事務
◦火災救急出動手当の種類：11 種類（危険・困難・不快・不健康な勤務についたときに支給）

区分 職名 給料月額等 期末手当

給料
市長 93万円 平成24年度支給割合

2.95月分副市長 76万円

報酬

議長 47万5千円
平成24年度支給割合

2.95月分副議長 39万円

議員 35万円

※「職員１人当たり平均支給年額」は、平成 24 年４月
１日現在の支給対象職員数により算出しています。

※「職員全体に占める手当支給職員の割合」および「支給職員１人当たりの平均支給年額」は、平成 24 年４月１日現在の支給職員数により算出しています。

普通会計は、一般会計・給食センター給食費特別会計・田原福祉専門学校特別会計・中心市街地商業等活性化事業特別会計を含んだものです。



たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

1

2
月

月

▲放水訓練を行う消防署員（渥美郷土資料館）

　

学
校
給
食
週
間（
１
／
24
～
１
／
30
）に
合
わ

せ
、地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
献
立
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。六
連
小
学
校
に
は
鈴
木
克
幸

田
原
市
長
が
招
か
れ
、４
年
生
と
会
食
。子
ど
も
た

ち
は
会
話
を
弾
ま
せ
な
が
ら
、五
目
う
ど
ん
な
ど

を
お
い
し
く
味
わ
い
ま
し
た
。

地
元
の
食
材
で

さ
ら
に
お
い
し
く
！

１
月
30
日［
木
］

▲じゃこ、あおさ、ヨーグルトなど、たくさんの地元食材が使われました

　

文
化
財
防
火
デ
ー（
１
／
26
）に
伴
い
、渥
美
郷

土
資
料
館
で
消
防
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。訓
練

は
、事
務
室
配
電
盤
か
ら
の
出
火
を
想
定
し
て
行

わ
れ
、緊
急
通
報
訓
練
や
消
火
訓
練
な
ど
、一
連
の

動
作
を
確
認
し
合
い
な
が
ら
き
び
き
び
と
し
た
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。 あ

ら
ゆ
る
災
害
か
ら

市
の
財
産
を
守
る

１
月
24
日［
金
］

全
国
大
会
な
ど
に
出
場
を
決
め
た
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
！

▪
ミ
ス
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
チ
ー
ム
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

in
Ｕ
Ｓ
Ａ
２
０
１
４
（
ア
メ
リ
カ
［
３
／
29
・
30
］）

◦
桜
丘
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
（
女
子
）

【
写
真
右
か
ら
】

近
藤
千ち

か
ぜ風
さ
ん

（
３
年
／
赤
羽
根
中
出
身
）

鈴
木
花か

ほ歩
さ
ん

（
２
年
／
伊
良
湖
岬
中
出
身
）

長
谷
彩あ
や
な奈
さ
ん

（
３
年
／
赤
羽
根
中
出
身
）

【
出
場
経
緯
】

平
成
25
年
８
月
９
日
（
金
）
～
11
日
（
日
）
に
東
京
体

育
館
（
東
京
都
渋
谷
区
）
で
開
催
さ
れ
た
『
全
国
高
等

学
校
ダ
ン
ス
ド
リ
ル
選
手
権
大
会
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
女
子

Ｌ
ａ
ｒ
ｇ
ｅ
部
門
』で
見
事
１
位
入
賞（
団
体
総
合
２
位
）

し
、
本
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。
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たはらシティニュース

た
は
ら
シ
テ
ィ
ニュ
ー
ス

1

2
月

月

▲サイレンを鳴らしながら、市内の警戒に出陣する白バイ隊

　

今
年
に
入
り
、２
件
の
交
通
死
亡
事
故
が
連
続

し
て
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、市
役
所
前
の
市
民

広
場
で
、交
通
事
故
防
止
を
訴
え
る
緊
急
ア
ピ
ー

ル
出
陣
式
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
田
原
警
察
署

を
始
め
、交
通
安
全
協
会
田
原
支
部
や
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
連
合
会
な
ど
約
１
５
０
名
が
参
加
。

白
バ
イ
や
パ
ト
カ
ー
、広
報
車
が
市
内
の
警
戒
に

出
陣
し
た
後
、参
加
者
は
市
役
所
前
交
差
点
か
ら

萱
町
交
差
点
に
か
け
て
、街
頭
啓
発
活
動
を
実
施

し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
防
ご
う

悲
し
い
交
通
事
故

２
月
７
日［
金
］

　

毎
年
、ひ
と
足
早
く
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
渥
美
半
島
菜
の
花
ま
つ
り
が
今
年
も
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
日
は
、お
子
さ
ん
に
テ
ン
ト
ウ

ム
シ
や
ミ
ツ
バ
チ
の
着
ぐ
る
み
を
着
せ
て
記
念
撮

影
し
た
り
、迷
路
を
散
策
し
な
が
ら
景
色
を
楽
し
ん

だ
り
す
る
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。期
間
中

は
、ご
当
地
ア
イ
ド
ル『
La
＊

ら

花
ノ
た
み
』の
ス
テ
ー

ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、渥
美
半
島
の
特
産
品
の
販
売
、菜

の
花
狩
り
な
ど
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

春
の
訪
れ
は

菜
の
花
で
体
感
！

２
月
１
日［
土
］

▲3/31（月）まで開催の「渥美半島菜の花まつり」（写真：伊良湖菜の花ガーデン）
　「なの花」の文字でアレンジした「菜の花de迷路」の空撮動画を、渥美半島観光ビューローホームページで配信中
　　 　http://www.taharakankou.gr.jp/
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募
集

W
A
N
TED

田
原
市
嘱
託
員
・
臨
時
職
員

（
保
険
年
金
課
）

▪
嘱
託
員

▼
勤
務
形
態
／
募
集
人
員
＝
【
①
】
月
～

金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分
／
１
名
【
②
】 
①
の

う
ち
週
３
日
／
１
名　

▼
対
象
＝
医
療
事

務
の
経
験
者
ま
た
は
医
療
事
務
に
関
す
る

資
格
が
あ
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１

日
～
平
成
27
年
３
月
31
日　

▼
勤
務
内
容

＝
診
療
報
酬
明
細
書
（
レ
セ
プ
ト
）
の
内

容
点
検
お
よ
び
医
療
事
務
に
付
随
す
る
関

連
業
務　

▼
報
酬
＝
①
月
額
15
万
円
②
月

額
９
万
円

委
員

M
EM
B
ER
  O
F  C
O
M
M
IT
TEE

田
原
市
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員

　

前
委
員
の
河
合
直
樹
さ
ん
（
野
田
町
）、

渡
邉
久
一
さ
ん
（
村
松
町
）
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
新
委
員
に
加
藤
均
さ
ん
（
田
原

町
）、
山
本
達
夫
さ
ん
（
亀
山
町
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
加
藤
さ
ん
が
平
成
26
年
１
月
11

日
か
ら
平
成
29
年
１
月
10
日
ま
で
の
３
年

間
、
山
本
さ
ん
が
平
成
26
年
２
月
８
日
か

ら
平
成
29
年
２
月
７
日
ま
で
の
３
年
間
で

す
。

▪
臨
時
職
員

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
パ
ソ
コ

ン
（
エ
ク
セ
ル
・
ワ
ー
ド
）
が
扱
え
る
方

▼
採
用
期
間
＝
４
月
１
日
～
９
月
30
日　

▼
勤
務
内
容
＝
国
民
年
金
の
資
格
異
動
に

伴
う
デ
ー
タ
入
力
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
の
う
ち
週

３
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

▼
賃
金
＝
時
給
８
３
０
円

◎
共
通
事
項

▼
勤
務
場
所
＝
田
原
市
役
所　

▼
選
考
方

法
＝
面
接
（
詳
細
は
後
日
通
知
）　

▼
申

し
込
み
＝
３
月
17
日
（
月
）
ま
で
に
保
険

年
金
課
に
あ
る
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
提
出
／
郵
送
の
場
合
は
締
切
日

必
着

▼
保
険
年
金
課

（
〒
４
４
１

－

３
４
９
２　

住
所
不
要
）

☎
23
局
２
１
４
９

23
局
４
２
７
０

介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
生

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
科
２
級
コ
ー
ス
の
廃

止
に
伴
い
、
平
成
25
年
度
か
ら
介
護
職
員

初
任
者
研
修
を
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
修
は
、
こ
れ
ま
で
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
２
級
資
格
に
代
わ
る
資
格
と
し
て

新
た
に
設
置
さ
れ
た
資
格
の
取
得
を
目
指

す
も
の
で
、
在
宅
、
施
設
を
問
わ
ず
、
介

護
に
携
わ
る
人
が
身
に
着
け
て
お
く
べ
き

基
本
的
な
知
識
や
技
術
を
学
び
ま
す
。

▼
対
象
＝
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方
で
、

義
務
教
育
を
修
了
し
た
方　

▼
開
催
日
＝

５
月
10
日
（
土
）
～
９
月
28
日
（
日
）
の

期
間
の
ほ
ぼ
隔
週
金
・
土
・
日
曜
日　
▼
場

所
＝
田
原
福
祉
専
門
学
校　

▼
定
員
＝
40

名
（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
／
過
去

３
年
間
に
本
校
ヘ
ル
パ
ー
科
に
受
講
申
し
込

み
を
し
、
受
講
で
き
な
か
っ
た
方
を
優
先
）

▼
受
講
料
＝
４
万
円
（
受
講
開
始
日
前
３

カ
月
以
上
市
内
在
住
の
方
お
よ
び
現
に
田

原
市
内
で
介
護
業
務
ま
た
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

業
務
に
１
年
以
上
従
事
し
て
い
る
方
は
４
分

の
３
減
免
／
別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

▼
申
し
込
み
＝
３
月
17
日
（
月
）
～
４
月

25
日
（
金
）
の
期
間
に
①
田
原
福
祉
専
門

学
校
な
ど
で
配
布
す
る
受
講
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て

②
田
原
福
祉
専
門
学
校

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
受
講
申
込
書
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項

を
入
力
の
う
え
Ｅ
メ
ー
ル

に
て

▼
田
原
福
祉
専
門
学
校

☎
22
局
３
９
３
９

22
局
７
３
４
０

senm
on@

city.tahara.aichi.jp
http://w

w
w

.tchs.ac.jp/
http://w

w
w

.city.tahara.aichi.jp/
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脳
活
い
き
い
き
道
場

（
認
知
症
予
防
教
室
）　

受
講
生

　

認
知
症
は
加

齢
に
よ
っ
て
誰

で
も
起
こ
り
う

る
身
近
な
病
気

で
す
。
で
き
れ

ば
予
防
し
た
い

も
の
で
す
。

　

こ
の
教
室
で

は
、
認
知
症
の

原
因
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
脳
卒
中
の
予
防

を
中
心
に
ご
自
身
の
認
知
症
予
防
に
取
り

組
み
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

（
全
講
座
受
講
で
き
る
方
を
優
先
）　

▼
開

催
期
間
＝
５
月
～
平
成
27
年
２
月
の
期
間

で
９
講
座
／
初
回
は
５
月
28
日
（
水
）
午

前
10
時
～
正
午　
▼
内
容
＝【
５
月
・
10
月
】

血
液
検
査
（
採
血
）【
9
月
】
調
理
実
習

【
そ
の
他
】体
力
測
定
、運
動
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
脳
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
／
１
講
座
当
た

り
約
２
時
間　

▼
場
所
＝
田
原
福
祉
セ
ン

タ
ー　

▼
定
員
＝
15
名
（
先
着
順
）　

▼
受

講
料
＝
無
料
（
調
理
実
習
費
は
実
費
）　

▼
持
ち
物
＝
血
圧
計
・
歩
数
計
（
各
自
で

準
備
）　
▼
申
し
込
み
＝
４
月
18
日（
金
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
の

場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電

話
番
号
を
明
記
）

▼
高
齢
福
祉
課

☎
23
局
４
６
５
４

23
局
３
５
４
５

▼
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
農
業
協
同
組
合 

生

活
相
談
課

☎
24
局
０
１
５
３

23
局
０
３
３
４

「
博
物
館
友
の
会
」
会
員

　

平
成
26
年
度
の
「
博
物
館
友
の
会
」
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
歴
史
・
美
術
に
関
心

を
持
つ
方
た
ち
が
参
加
す
る
こ
の
会
は
、

田
原
市
博
物
館
事
業
の
育
成
に
協
力
し
、

会
員
の
教
養
を
高
め
る
と
と
も
に
、
相
互

の
親
睦
を
深
め
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
年
会
費
＝
１
０
０
０
円　

▼
特
典
＝
博

物
館
へ
入
館
無
料
（
要
会
員
証
提
示
）、

博
物
館
だ
よ
り
・
崋
山
会
報
の
送
付
、
展

覧
会
や
博
物
館
事
業
の
情
報
提
供
、
バ
ス

利
用
の
見
学
会
へ
の
参
加　

▼
申
し
込
み

＝
３
月
30
日
（
日
）
ま
で
に
田
原
市
博
物

館
に
あ
る
申
込
用
紙
（
田
原
市
博
物
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
年
会
費
を

添
え
て
提
出　

▼
そ
の
他
＝
現
在
会
員
の

方
も
更
新
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
田
原
市
博
物
館

☎
22
局
１
７
２
０

22
局
２
０
２
８

http://w
w

w
.taharam

useum
.gr.jp/

生
涯
学
習
連
続
講
座（
前
期
）

「
し
お
さ
い
大
学
」 

受
講
生

▼
テ
ー
マ
＝
健
康
づ
く
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
豊
か
な
人
生
を
め
ざ
し
て　

▼
対
象

＝
で
き
る
だ
け
連
続
で
受
講
で
き
る
方

（
60
歳
以
上
の
方
優
先
）　

▼
開
催
日
／

テ
ー
マ
＝
表
の
と
お
り　

▼
場
所
＝
田
原

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
田
原
文
化
会
館
ほ
か 

▼
時
間
＝
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
３

時　

▼
定
員
＝
各
70
名
程
度　

▼
受
講
料

＝
無
料
（
材
料
費
は
実
費
）　

▼
申
し
込

み
＝
３
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
の
場
合
は
住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
）

▼
生
涯
学
習
課

☎
23
局
３
５
３
１

22
局
３
８
１
１

syogaku@
city.tahara.aichi.jp

「広報たはら」に掲載する広告を募集します
募集内容
❖掲載期間＝平成 26 年５月１日号～ 10 月１日号
　　　　　　（毎月１日号・全６回）
❖掲載位置＝「おしらせ」コーナー下段
❖募集枠数＝４枠（たて 55mm ×よこ85mm／カラー）
❖掲  載  料＝６万1680 円（１万 280 円／回、全６回分）
❖参考情報＝毎月約２万部発行／市内全世帯配布（自治会経由）
❖募集期間＝３月 25 日（火）まで　※必着

申込方法
広報秘書課で配布す
る申込書に必要書類
を添えて直接または
郵送にて／要綱・要
領・申込書は市ホームページからダウンロード可

▼広報秘書課☎ 22 局 0138　〒 441-3492（住所不要）
　　　　　 　 koho@city.tahara.aichi.jp

平成26年3月1日│　 │13

■しおさい大学
開催日 テーマ

4／16水 自然ふれあいウォーキング

5／14水 防災講話

6／10火 おたのしみクッキング

7／16水 図書館活用術

8／  5火 健康講話

9／  3水 即席コンロを作って使ってみよう



▼
場
所
＝
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

市
内
の
ほ
場　

▼
定
員
＝
各
10
名
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　
▼
受
講
料
＝
無

料◎
共
通
事
項

▼
対
象
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
方　

▼
申

し
込
み
＝
３
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
申
込

書
（
営
農
支
援
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
（
窓
口
で
も

直
接
申
し
込
み
可
）　
▼
そ
の
他
＝
講
座
内

容
は
、
都
合
に
よ
り
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

▼
営
農
支
援
課
（
田
原
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
内
［
加
治
町
］）

☎
22
局
１
１
２
６

22
局
１
１
２
７

einou@
city.tahara.aichi.jp

h ttp://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/section/

einou/シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員

▼
募
集
人
員
＝
１
名　

▼
対
象
＝
心
身
と

も
に
健
康
な
方
で
、
普
通
自
動
車
免
許
を

お
持
ち
で
、
パ
ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
・
エ
ク

セ
ル
）
が
扱
え
る
方　

▼
採
用
期
間
＝
４

月
１
日
～
平
成
27
年
３
月
31
日　

▼
勤
務

場
所
＝
田
原
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

▼
勤
務
内
容
＝
営
業
お
よ
び
企
画
な
ど　

▼
勤
務
形
態
＝
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
報
酬
＝
月
額
20
万
円　

▼
選
考
方
法
＝

面
接　

▼
申
込
＝
３
月
20
日
（
木
）
ま
で

に
市
販
の
履
歴
書
（
顔
写
真
を
添
付
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
提
出

▼
公
益
社
団
法
人 

田
原
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
23
局
１
４
３
８

豊
橋
・田
原　

収
穫
体
験
ツ
ア
ー

参
加
者

▼
日
時
＝
３
月
26
日
（
水
）
午
前
９
時
30

分
～
午
後
４
時
30
分　

▼
場
所
＝
Ｊ
Ａ
豊

橋
ト
マ
ト
選
果
場
、
豊
橋
・
田
原
市
内
の

温
室
、
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら
／
バ
ス
で

移
動　

▼
集
合
・
解
散
＝
豊
橋
市
役
所
ま

た
は
あ
ぐ
り
パ
ー
ク
食
彩
村
（
豊
橋
市
東

七
根
町
字
一
の
沢
）　

▼
内
容
＝
Ｊ
Ａ
豊

橋
ト
マ
ト
選
果
場
の
見
学
、
ミ
ニ
ト
マ
ト

収
穫
体
験
、
地
産
地
消
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
、
ガ
ー
ベ
ラ
狩
り
体
験　

▼
定
員
＝
30

名（
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
参

加
料
＝【
中
学
生
以
上
】２
０
０
０
円【
小

学
生
以
下
】
１
０
０
０
円
（
昼
食
代
な
ど
）

▼
申
し
込
み
＝
３
月
13
日
（
木
）
ま
で
に
、

参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
・
は
が
き
に
て
／
締
切
日
必
着

▼
豊
橋
田
原
広
域
農
業
推
進
会
議
事
務
局

（
〒
４
４
０

－

８
５
０
１　

住
所
不
要　

豊
橋
市
農
業
企
画
課
内
）

☎（
０
５
３
２
）51
局
２
４
６
４

（
０
５
３
２
）56
局
５
１
３
０

info_nogyokikaku@
city.toyohashi.lg.jp

http://w
w

w
.toyohashi-tahara.jp/

猫
と
成
犬
の
家
族
さ
が
し
会
を

開
催
し
ま
す

▼
対
象
＝
県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方　

▼
日
時
＝
３
月
21
日
（
金
・
祝
）【
猫
】

午
前
10
時
～
11
時
30
分
【
犬
】
午
後
１
時

30
分
～
３
時
／
い
ず
れ
も
途
中
参
加
不
可

▼
場
所
＝
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン

タ
ー
東
三
河
支
所
（
豊
橋
市
神
野
新
田

町
字
京
ノ
割
50

－

２
）　

▼
内
容
＝
セ
ン

タ
ー
に
収
容
さ
れ
た
猫
と
犬
の
譲
渡　

▼
申
し
込
み
＝
当
日
、
受
付
に
て　

▼
そ

の
他
＝
審
査
有
り
／
集
合
住
宅
や
借
家
で

飼
育
す
る
場
合
は
規
約
な
ど
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー
東
三

河
支
所

☎（
０
５
３
２
）33
局
３
７
７
７

田
原
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

農
業
セ
ミ
ナ
ー　

受
講
生

▪
活い

き
活い

き
農
業
セ
ミ
ナ
ー

　

春
夏
・
秋
冬

野
菜
の
栽
培
方

法
、
収
穫
作
業

に
つ
い
て
、
月

２
回
程
度
（
主

に
隔
週
金
曜
日

の
午
前
中
）
の

講
座
お
よ
び
料

理
や
芋
切
り
干

し
づ
く
り
な
ど
の
実
技
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
役

立
て
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

▼
開
催
期
間
＝
４
月
～
平
成
27
年
２
月　

▼
場
所
＝
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

周
辺
の
ほ
場　

▼
定
員
＝
10
名
（
申
込

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

▼
受
講
料
＝

５
０
０
０
円

▪
チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業
セ
ミ
ナ
ー
（
キ
ャ
ベ

ツ
コ
ー
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
コ
ー
ス
）

　

新
た
に
農
業
を
始
め
た
方
ま
た
は
農
業

を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
、
キ
ャ

ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
を
播は

し
ゅ種
か

ら
収
穫
ま
で
、
農
家
の
ほ
場
で
実
技
指
導

（
年
間
12
日
程
度
／
１
回
当
り
３
時
間
程

度
）
を
行
い
ま
す
。

平成26年3月1日 │　 │14



前
10
時
～
正
午
（
全
24
回
）　

▼
内
容
＝

正
し
い
発
音
、音
訳
技
術
、音
訳
実
技
な
ど

◎
共
通
事
項

▼
場
所
＝
点
字
図
書
館　

明
生
会
館　

▼
対
象
＝
明
生
会
館
で
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
活
動
す
る
意
志
の
あ
る
お
お
む

ね
60
歳
未
満
の
方　

▼
定
員
＝
各
20
名

（
先
着
順
）　

▼
受
講
料
＝
無
料
（
テ
キ
ス

ト
代
な
ど
は
実
費
）　

▼
申
し
込
み
＝
４

月
４
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
に
て

▼
点
字
図
書
館　

明
生
会
館　

☎（
０
５
３
２
）52
局
２
６
１
４

生
活

LIFE
施
設
使
用
料
の
料
金
改
定
を

行
い
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
改
定
に

伴
い
、
市
の
施
設
の
う
ち
一
部
の
施
設
の

使
用
料
の
額
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
さ
れ
る
使
用
料
は
、
従
来
の
使

用
料
の
額
が
３
５
０
円
を
超
え
る
も
の

で
、
お
お
む
ね
従
来
の
額
の
１
０
５
分
の

１
０
８
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

使
用
料
の
額
が
改
定
さ
れ
る
主
な
施
設

は
、葬
祭
場
、ペッ
ト
火
葬
場
、運
動
公
園
や

体
育
館
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、文
化
会
館

な
ど
の
文
化
施
設
お
よ
び
設
備
、芦
ヶ
池
農

業
公
園
の
多
目
的
広
場
、ふ
れ
あ
い
の
館（
グ

リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
）、情
報
セ
ン
タ
ー
、田
原

駅
南
公
共
駐
車
場
な
ど
の
施
設
で
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
利
用
施
設
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
財
政
課

☎
27
局
８
６
０
１

23
局
０
１
８
０

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

上
下
水
道
の
料
金
改
定
を

行
い
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
の
改
定
に

伴
い
、
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
（
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
施
設
、
汚
水

処
理
施
設
）、
水
道
加
入
分
担
金
の
額
が

改
定
さ
れ
ま
す
。

　

改
定
さ
れ
る
料
金
は
、
従
来
の
単
価
の

１
０
５
分
の
１
０
８
の
額
と
な
り
ま
す
。

　

新
料
金
は
、
６
月
分
と
し
て
い
た
だ
く

水
道
料
金
お
よ
び
下
水
道
使
用
料
か
ら
適

用
し
ま
す
。
水
道
加
入
分
担
金
に
つ
い
て

は
、４
月
１
日
申
請
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
水
道
課

☎
23
局
３
５
３
２

22
局
３
１
８
４

▼
下
水
道
課

☎
23
局
３
５
２
５

22
局
３
１
８
４

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

三
河
の
山
里
サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

「
集
落
応
援
隊
」 

隊
員

　

愛
知
県
で
は
、
集
落
の
皆
さ
ん
と
交
流

し
な
が
ら
、
草
刈
り
作
業
や
行
事
の
お
手

伝
い
な
ど
、
集
落
活
動
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
奥
三
河
地
域
（
新
城
市
、
設
楽

町
、東
栄
町
、豊
根
村
）
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
意
欲
の
あ
る
方　

▼
参
加
料
＝

無
料
（
保
険
加
入
や
現
地
ま
で
の
交
通
費

は
自
己
負
担
）

※
登
録
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
愛
知
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.pref.
aichi.jp/chiiki/sanson/supportdesk/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
愛
知
県
地
域
振
興
部
地
域
政
策
課
山
村

振
興
室

☎（
０
５
２
）９
５
４
局
６
０
９
７

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座　

受
講
生

▪
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時
＝
４
月
15
日
（
火
）
～
平
成
27
年

３
月
17
日
（
火
）
の
期
間
の
火
曜
日
／
午

前
10
時
～
正
午
（
全
30
回
）　

▼
内
容
＝

表
記
法
、
点
訳
技
術
、
点
訳
実
技
な
ど

▪
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▼
日
時
＝
４
月
11
日
（
金
）
～
平
成
27
年

３
月
13
日
（
金
）
の
期
間
の
金
曜
日
／
午

福
祉
医
療
受
給
者
証
の

有
効
期
間
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

次
の
対
象
の
方
は
、
福
祉
医
療
受
給
者

証
の
有
効
期
間
が
３
月
31
日
（
月
）
で
終

了
し
ま
す
。期
限
が
切
れ
た
受
給
者
証
は
、

４
月
中
に
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
【
母
子
家
庭
等
医
療
費
受
給
者

証
】
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
方
お
よ
び
そ
の
保
護
者

【
子
ど
も
医
療
費
受
給
者
証
】
平
成
10
年

４
月
２
日
～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
子
ど
も　

▼
返
却
方
法
＝
保
険
年
金
課

ま
た
は
赤
羽
根
市
民
セ
ン
タ
ー
、
渥
美
支

所
へ
直
接
返
却

▼
保
険
年
金
課

☎
23
局
３
５
１
４

23
局
０
１
８
０

『
田
原
駅
前
交
番（
旧
中
部
交
番
）』

が
誕
生
し
ま
す

　

昭
和
57
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
長
年
親
し
ま
れ
て
き
ま

し
た
『
中
部
交
番
』（
田
原
町
汐
見
）
は

こ
の
春
、
三
河
田
原
駅
前
に
移
転
し
、
新

し
く
『
田
原
駅
前
交
番
』
に
生
ま
れ
変
わ

り
ま
す
。

　

新
た
な
『
田
原
駅
前
交
番
』
は
、
３
月

８
日
（
土
）
か
ら
運
用
開
始
と
な
り
ま
す
。

▼
田
原
警
察
署
地
域
課

☎
23
局
０
１
１
０
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自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）を

貸
し
出
し
ま
す

▪
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
は

　

通
常
の

心
肺
蘇
生

法
で
は
対

応
で
き
な

い
心
肺
細

動
の
発
症

時
に
、
心

臓
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
正
常
な
動

き
を
取
り
戻
す
た
め
の
医
療
機
器
で
す
。

▼
対
象
＝
市
内
で
10
名
以
上
の
市
民
が
参

加
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な
い
イ
ベ
ン
ト

の
主
催
者　

▼
条
件
＝
医
療
従
事
者
ま
た

は
普
通
救
命
講
習
受
講
者
の
配
置　

▼
使

用
料
＝
無
料　

▼
貸
出
期
間
＝
７
日
以
内

▼
申
し
込
み
＝
希
望
日
の
前
日
ま
で
に
、
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
直
接
ま

た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
／
申

請
書
は
地
域
福
祉
課

で
配
布
す
る
ほ
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可　

▼
貸
出
・
返
却
＝
市
役
所
執
務
時
間
中
に

地
域
福
祉
課
に
て

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
福
祉
課

☎
23
局
３
５
１
２

23
局
３
５
４
５

http://w
w

w
.city.tahara.aichi.jp/

fukushi@
city.tahara.aichi.jp

　▲ＡＥＤ
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権
そ
の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と

す
る
権
利
（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に

限
る
）
を
有
す
る
方
／
当
該
権
利
の
目
的

で
あ
る
土
地
❸
家
屋
に
つ
い
て
賃
借
権
そ

の
他
の
使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る

権
利（
対
価
が
支
払
わ
れ
る
も
の
に
限
る
）

を
有
す
る
方
／
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る

家
屋
お
よ
び
そ
の
敷
地
で
あ
る
土
地
❹
固

定
資
産
の
処
分
を
す
る
権
利
を
有
す
る
一

定
の
方
／
当
該
権
利
の
目
的
で
あ
る
固
定

資
産　

▼
持
ち
物
＝
本
人
（
同
居
の
親
族

を
含
む
）
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
運
転
免

許
証
・
納
税
通
知
書
な
ど
本
人
と
確
認
で

き
る
も
の
／
代
理
の
方
が
閲
覧
す
る
場
合

は
、
委
任
状
と
運
転
免
許
証
な
ど
代
理
人

自
身
を
確
認
で
き
る
も
の
／
借
地
・
借
家

の
方
な
ど
が
閲
覧
す
る
場
合
は
、
権
利
関

係
を
示
す
書
面
な
ど
と
、
運
転
免
許
証
な

ど
の
借
地
・
借
家
人
自
身
を
確
認
で
き
る

も
の

▪
土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の

縦
覧

　

土
地
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
縦
覧
帳
簿

を
縦
覧
す
る
こ
と
に
よ
り
、
納
税
者
が
自

分
の
土
地
・
家
屋
の
価
格
と
、
近
隣
の
土

地
・
家
屋
の
価
格
と
を
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

縦
覧
は
無
料
で
す
が
、
写
し
の
交
付
は

行
い
ま
せ
ん
。

▼
縦
覧
期
間
＝
４
月
１
日
（
火
）
～
６
月

２
日
（
月
）
／
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
縦
覧
場
所
＝
市
役
所
税
務
課　

▼
対
象

者
＝
市
内
に
所
在
す
る
土
地
・
家
屋
の
固

定
資
産
税
納
税
者
（
代
理
人
含
む
）　

▼
縦
覧
帳
簿
の
記
載
項
目
＝
❶
土
地
価
格

等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・

価
格
）
❷
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
（
所
在
・

家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・
価
格
）

▼
持
ち
物
＝
本
人（
同
居
の
親
族
を
含
む
）

が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
運
転
免
許
証
・
納

税
通
知
書
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の

／
代
理
の
方
が
縦
覧
す
る
場
合
は
、
委
任

状
と
運
転
免
許
証
な
ど
代
理
人
自
身
を
確

認
で
き
る
も
の　

▼
審
査
申
出
期
間
＝
固

定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格
に

関
す
る
審
査
の
申
し
出
は
、
４
月
１
日
か

ら
、
納
税
通
知
書
の
交
付
を
受
け
た
日
の

翌
日
か
ら
３
カ
月
以
内

▼
税
務
課

☎
23
局
３
５
１
０

23
局
０
１
８
０

寄
付

D
O
N
ATIO

N

　

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ご
厚
意
に
感
謝
し
ま
す
。

＊
ふ
る
さ
と
寄
附
金
＊

▼
１
月
27
日
、
野
中
卒
末
広
会
様
か
ら
金

１
６
３
２
円
。

税TA
X

固
定
資
産
税
に
か
か
る
閲
覧
・
縦
覧

　

４
月
か
ら
、
平
成
26
年
度
固
定
資
産
税

の
課
税
内
容
の
確
認
の
た
め
「
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
閲
覧
」｢

土
地
お
よ
び
家
屋

価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧｣

を
行
い
ま
す
。

▪
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
申
請
は
、

所
有
者
の
ほ
か
に
借
地
・
借
家
人
な
ど
も

行
え
ま
す
。
た
だ
し
、
借
地
の
方
は
当
該

土
地
、
借
家
の
方
は
当
該
土
地
お
よ
び
家

屋
に
限
り
ま
す
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
記
載
さ

れ
て
い
る
事
項
の
証
明
を
取
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

▼
閲
覧
場
所
＝
市
役
所
税
務
課　

▼
閲
覧

お
よ
び
記
載
事
項
の
証
明
期
間
＝
４
月
１

日
（
火
）
か
ら
通
年
／
土
・
日
曜
日
、
祝

日
お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
／
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分　

▼
対
象
者
／
対

象
固
定
資
産
＝
❶
固
定
資
産
税
の
納
税
義

務
者
（
代
理
人
含
む
）
／
当
該
納
税
義
務

に
係
る
固
定
資
産
❷
土
地
に
つ
い
て
賃
借
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ティーズチャンネルで放送中
アナログ

ch6 デジタル
ch12
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◦街角ネットたはら
放送日 内　容

～3/6木
渥美半島菜の花まつり・菜の花交流

ディスクドッヂ大会

3/7金～3/20木
観光ボランティア育成セミナー

植樹祭

3/21金・祝 ～4/3木
田原福祉専門学校　卒業式

防火パレード
毎日６回放送
①7：20 ②12：20 ③15：20 ④18：20 ⑤22：20 ⑥24：20
※天候などにより、内容を変更する場合があります。

※この番組表は有料広告として掲載しています。

（金・祝）

◦田原市議会　生中継（予定）

10：00から終了まで

◦3/3月 代表質問、一般質問
◦3/4火 一般質問

※市議会ホームページでも生中継がご覧になれます。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/gikai/
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田原市の イ ベ ン ト

◉
３
月
11
日
火　

講
座
「
渡
辺
崋
山
を
知
る
た
め
に
」

　

田
原
市
博
物
館
・
㈶
崋
山
会
で
は
、
郷

土
の
偉
人
渡
辺
崋
山
を
、
よ
り
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
講
座
を
毎
月
11
日
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

時
間
▼
午
前
８
時
45
分
～
９
時
30
分

場
所
▼
崋
山
会
館

内
容
▼
渡
辺
崋
山
の
生
活

－

そ
の
18

講
師
▼
田
原
市
博
物
館 

鈴
木
利
昌
副
館
長

受
講
料
▼
無
料

申
し
込
み
▼
当
日
、
受
付
に
て

▼
田
原
市
博
物
館
☎
22
局
１
７
２
０

◉
３
月
15
日
土
～

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア

場
所
▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

内
容
▼
15
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に

は
、
餅
＆
お
菓
子
投
げ
開
催
の
ほ
か
、

お
子
さ
ん
に
風
船
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
期

間
中
、
土
・
日
曜
日
を
中
心
に
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
皆
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
▼
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の

開
花
時
期
は
、
天
候
・

種
類
に
よ
っ
て
異
な
り

ま
す
。

▼
サ
ン
テ
パ
ル
ク
た
は
ら

☎
25
局
１
２
３
４

25
局
１
２
３
５

月
の
イ
ベ
ン
ト

3◉
３
月
９
日
日 

お
た
が
ま
つ
り

時
間
▼
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所
▼
長
仙
寺
（
六
連
町
）

内
容
▼
植
木
市
（
午
前
９
時
）、
み
こ
し

渡
御
（
午
後
３
時
）、
餅
投
げ
・
玉
取

り
（
午
後
４
時
）
／
※
無
料
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
（
豊
橋
鉄
道
渥
美
線
「
豊
島

駅
」
近
く
、
Ｊ
Ａ
愛
知
み
な
み
東
部
支

所
跡
か
ら
）

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

▶渥美半島観光ビューロー
☎23局3516　　22局2026　　http://www.taharakankou.gr.jp/

会場＝渥美半島一帯および伊良湖岬周辺

菜の花ダンスステージ
３／９日・23 日 午前 11 時～

地元ダンスチーム「M
メ イ ズ

AZE」と「T
ティーシー

・C S
ス プ ラ ウ ト

prout」が菜
の花をバックに熱いダンスステージを行います。

「La ＊花ノたみ」ステージ！
３／９日・23 日 
午前11時30分～正午／午後１時30分～２時（予定）

田原市の花を中心に産業・観光をPRしていくグ
ループのステージイベントです。

菜の花畑ｄｅコンサート
３／ 16 日 午前 11 時～

菜の花畑でのんびりと演奏会を楽しめるイベント
です。
出演：「田原市吹奏楽団」「B

ビ ー ウ ィ ン ド

eeWind E
ア ン サ ン ブ ル

nsemble」

平成御厨ぶらり市
３／ 16 日 午前10 時～午後３時

「みんなのたはら元気ネット」のメンバーが地元特
産品と元気を届けます！

開催中!!3月31日月まで



　

平成26年3月1日│　 │19

▼
渥
美
半
島
観
光
ビ
ュ
ー
ロ
ー

☎
23
局
３
５
１
６

22
局
２
０
２
６

月
の
イ
ベ
ン
ト

4◉
４
月
６
日
日 

滝
頭
桜
ま
つ
り

場
所
▼
滝
頭
公
園

時
間
▼
午
前
10
時
～

内
容
▼
甘
酒
の
振
る
舞
い
、
餅
投
げ
ほ
か

滝
頭
桜
ハ
イ
キ
ン
グ
▼
３
月
下
旬
か
ら
４

月
６
日
（
日
）
の
期
間
は
、
三
河
田
原

駅
か
ら
滝
頭
公
園
ま
で
歩
く
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
を
設
置

母子家庭の就業相談
 予約は不要です。

お気軽にご相談ください。

3月13日木
時 間 ◦午後１時 30 分～３時 30 分
場 所 ◦田原福祉センター相談室（１階）

▼子育て支援課
☎23局3513 23局3545

教室名 時間 参加料 定員
ハンギングバスケット教室
講師 ▼ガーデリア・ジジ

9：30～10：30 2,000円
12名

（先着順）
コンテナガーデン教室（寄せ植え）
講師 ▼ガーデリア・ジジ

13：00～13：30 800円
30名

（先着順）

ハーブリース教室
講師 ▼金田由起子さんほか

11：00～11：50
500円

各20名
（先着順）13：40～14：30

フラワーアレンジメント教室
講師 ▼Ｎフラワーデザインスクール優花

10：00～14：00
随時参加可 500円

20名
（先着順）

■フラワー教室

参加者募集

▲

日時＝4月20日（日）午前9時～午後3時▲

場所＝はなのき広場・田原文化会館▲

内容＝植木市、用土・花苗などの販売、苗木・花苗の無料配
布、コンテナガーデン・花のイラスト作品展示、緑化相談コ
ーナー、ウォークラリーなど（赤十字親子教室を同時開催）▲

主催＝市民緑花まつり実行委員会

第11回市民　　   まつり

❶フラワー作品
　あなたの作品で会場を飾り付けしませんか。

▶募集作品＝プランター、コンテナガーデン、ハンギングバスケッ
トなど　▶募集点数＝ 50 点（一人２点まで／先着順）　▶その他
＝参加者には園芸資材をプレゼントします。

❷フラワー教室
▶教室名・時間など＝表のとおり　▶場所＝田原文化会館　▶そ
の他＝完成した作品は、お持ち帰りいただけます。

❖申し込み
❶❷のいずれも４月 14 日（月）までに電話またはＦＡＸ・Ｅメー
ルにて（ＦＡＸ・Ｅメールの場合は住所・氏名・電話番号・参加
希望部門・教室名を明記）
▶街づくり推進課　☎２３局３５３５ ２２局３８１１

　 machi@city.tahara.aichi.jp

災害時に役立つ！赤十字親子教室
　災害時に役立つ技術を親子で学びませんか。実際に行ってい
る赤十字活動もご紹介します。
▶対象＝小学生以下の子どもと保護者　▶時間＝午前９時～午
後１時　▶会場＝田原文化会館はなのき広場　▶内容＝炊き出
し体験、応急手当など　▶定員＝親子 30 組（先着順）　▶参加料
＝無料　▶申し込み＝４月 14 日（月）までに、電話または FAX・
E メールにて（FAX・E メールの場合は、住所・親子の氏名・子

どもの年齢・電話番号を明記）　
▶その他＝参加者にオリジナル
グッズを進呈

▶地域福祉課
☎２３局３５１２ ２３局３５４５

fukushi@city.tahara.aichi.jp

参加者募集
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若
い
女
性
の
「
や
せ
過
ぎ
」
に
よ
る

体
へ
の
影
響

　

多
く
の
若
い
女
性
は
、「
や
せ
た
い
願

望
」
が
強
く
、
一
度
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
を

経
験
し
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
う
ち
の
多
く
の
人
が
や

せ
る
必
要
は
な
い
の
に
、
極
端
な
ダ
イ

エ
ッ
ト
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
24
年
国
民
健

康･

栄
養
調
査
」
で
は
、
20
歳
代
女
性

の
約
22
％
が
「
や
せ
過
ぎ
」（
Ｂ
Ｍ
Ｉ

18
・
５
未
満
）
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
。

　

女
性
が
、
必
要
の
な
い
ダ
イ
エ
ッ
ト

を
し
て
や
せ
過
ぎ
の
状
態
が
続
く
と
、

体
は
生
命
を
維
持
す
る
の
に
必
要
な
内

臓
の
働
き
を
優
先
さ
せ
、
女
性
ホ
ル
モ

ン
の
分
泌
を
減
ら
そ
う
と
し
ま
す
。
そ

の
結
果
、
月
経
不
順
や
無
月
経
に
な
る

こ
と
が
あ
り
、
不
妊
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
吸
収
が

悪
く
な
る
た
め
骨
量
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
早
い
時
期
か
ら
骨
粗
し
ょ
う
症
の

危
険
が
高
ま
り
ま
す
。

▪
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
も
影
響

　

妊
娠
中
に
ダ
イ
エ
ッ
ト
を
し
た
り
、

極
端
に
や
せ
た
女
性
が
妊
娠
し
た
り
す

る
と
、
胎
児
は
低
栄
養
の
状
態
で
育
ち

ま
す
。
そ
の
た
め
、低
体
重
で
生
ま
れ
、

栄
養
不
足
に
耐
え
ら
れ
る
貯
蓄
し
や
す

い
体
質
に
な
り
、
将
来
、
糖
尿
病
や
高

血
圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

▪
健
康
的
で
美
し
い
体
を
作
る
に
は

◎
１
日
３
食
き
ち
ん
と
食
べ
る

◎
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
そ
ろ
え
る

◎
運
動
す
る
、
こ
ま
め
に
体
を
動
か
す

◎
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
る

　
「
美
し
さ
」
＝
「
や
せ
過
ぎ
」
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
規
則
正
し
い
生
活
を
送

る
こ
と
で
、
健
康
的
な
美
し
さ
を
大
切

に
し
ま
し
ょ
う
。

市役所内
☎23局3515
あつみライフランド
☎33局0386

健康課

BMI 判定
＜18.5 やせ過ぎ
18.5≦～＜25 正常
25≦ 肥満

※母子健康手帳交付日に都合の悪い方は、随時受け付けます。（土・日・祝日を除く 8：30 ～ 17：00）
※予約制のものは１週間前までにお申し込みください。乳幼児健診・予防接種については、個人に通知します。

● 休日当直医
月　日 当直医 電話番号

3月2日（日）
丸山医院 ☎33局0313

なかた歯科 ☎23局1162

3月9日（日）
ふれあいばし診療所 ☎29局2500

小原歯科 ☎25局1139

3月16日（日）
あつみメディカルクリニック ☎24局2322

葉山歯科医院 ☎32局0038

3月21日（金・祝）
菜の花内科クリニック ☎22局7777

平野歯科医院 ☎22局0214

3月23日（日）
河合医院 ☎22局6133

岩瀬歯科医院 ☎22局6677

3月30日（日）
川瀬医院 ☎35局1511

青木歯科クリニック ☎33局1139

月　日 当直医 電話番号

4月6日（日）

北山クリニック ☎23局3946

ふくい眼科 ☎22局5878

すずき歯科 ☎23局0033

4月13日（日）
岡田医院 ☎37局0001

森下歯科医院 ☎32局2700

4月20日（日）
かわせ小児科 ☎22局1230

惣卜歯科医院 ☎45局2066

4月27日（日）

朽名医院 ☎33局0162

杉の森皮ふ科クリニック ☎29局1112

田原歯科クリニック ☎23局1626

4月29日（火・祝）
國見医院 ☎22局0756

ふくしま歯科医院 ☎37局1182

※当直医は変更になる場合がありますので、医療機関または市役所へご確認のうえ受診してください。　市役所●☎22局1111（代表）

夜間や、かかりつけの医師が不在のとき　渥美病院◦☎22局2131診療時間　医科◦9：00～17：00／歯科◦9：00～12：00

事業名 月日・受付時間 場　所 対象者・内容など

母子健康手帳交付 毎週月曜日（祝日を除く）
13：30 ～ 15：00

田原市役所
あつみライフランド

妊娠届出書の発行を受けた方
妊娠中の生活、母子健康手帳の使い方
妊娠中の食生活などについて

離乳食教室（前期）
4月　9日（水）  9：50 ～ 10：00 田原福祉センター ５～６カ月児とその保護者　※予約制

離乳食講習と保育の話、歯の話など4月16日（水）  9：50 ～ 10：00 あつみライフランド

育児相談
4月　7日（月）  9：00 ～ 10：30 あつみライフランド 身体計測、育児・母乳・栄養相談（乳幼児対象）

※母乳相談は生後６カ月まで（原則１回）4月11日（金）  9：30 ～ 10：30 田原福祉センター

●インフォメーション

●肥満・やせ過ぎの判定方法

BMI＝22が適正です

BMI（体格指数）を用いて判定
体重（kg）÷身長（m）÷身長（m）



図書館休館日

中央図書館  ☎23局4946 　 tosho@city.tahara.aichi.jp
よ  く  よ  む

3月 ▼3日月、 10日月、14日金、17日月、24日月、　
　　  31日月
4月 ▼7日月、 11日金、14日月、21日月、28日月

         
　

　　　
 

●中央図書館
　一　般▶3月15日土～4月10日木 「チャチャチャ！」
　子ども▶～4月10日木 「春が来る　春が来た」
●赤羽根図書館
　一　般▶3月15日土～4月10日木 「ほっとひといき」
　子ども▶3月15日土～4月10日木 「春」
●渥美図書館
　一　般▶3月15日土～4月10日木 「今さら聞けないあんな事、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こんな事」　
　子ども▶3月15日土～4月10日木 「春になったら」

◎「元気はいたつ便」ってどんなサービス？

　中央図書館では、図書館への来館が困難なお年寄り
や障害のある方を対象とした高齢者福祉施設への訪問
サービス「元気はいたつ便」を試行で実施しています。
現在のサービス内容は、次の２種類です。
●【訪問サービス】職員が施設を訪
問し、１時間程度の内容で、レクリ
エーション（紙芝居のよみきかせや
手遊び、歌など）や気持ちを元気に
する回想法を実施するサービスで
す。回想法では、昔の道具などを用
いて懐かしい思い出をみんなで語り合います。
●【団体貸出サービス】施設の入通所者やスタッフが
必要とする図書館資料を、月に一度、職員が配達（回収）
するサービスです。現在は、市内の 13 施設を巡回し
ています。
　図書館では、「元気はい
たつ便」でもよく利用され
ている大活字本や戦前・戦
後の歌謡曲ＣＤ、大型紙芝
居、大型絵本などを数多く
所蔵しています。興味のあ
る方は貸し出しもできます
ので、ぜひご利用ください。
　また、田原市にある高齢者
福祉施設で、新規に「元気はいたつ便」の「団体貸出サー
ビス」を希望する施設がありましたら、中央図書館ま
でご相談ください。

▼問合せ先＝中央図書館☎23局4946

◎対面朗読室
　中央図書館の中
央カウンターの裏に
あります。
　予約していただけ
れば、司書またはボ
ランティアが、自分
で本を読むことが困

難な方に朗読サービスを行います。

『ストライプ たいへん！しまもよ
うになっちゃった』
デヴィット・シャノン　文と絵　
セーラー出版　E/ ｼ

ある日突然、縞模様になった少女。
４人の専門家が薬を処方するのですが。
小学校高学年の読み聞かせにどうぞ。

『なぜ和食は世界一なのか』
永山久夫／著　
朝日新聞出版　383.81/ ﾅ

ユネスコ無形文化遺産に「和食」が
登録されました。これを機会に、「和
食」の良さを見直してみませんか？
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◎工作教室
「パラパラ☆シュートをつくろう！」 

▼ 日時＝３月 25 日火
午後 2 時～

▼ 場所＝中央図書館こ
どもしつ 

▼対象＝小学生

▼定員＝20名（先着順）

▼申し込み＝３月７日（金）午前10時～電
話または中央図書館カウンターにて受付。
本人または家族の方がお申し込み下さい。

▼問合せ先＝中央図書館☎23局4946

◦黒電話

◦パラシュート

▲歌謡曲ＣＤ、大型絵本など



◉工作「小物入れ」
手のひらサイズの小物入れです。ふ
たに飾り付けをしよう。
開催期間●3月18
日火～26日水午後
1時30分～
対象●小学生以上
材料費●10円

◉子育て講座ハグ 
お子さんを遊ばせながらお気軽にどうぞ。
日時●3月19日水午前10時～
テーマ●「I（愛）
メッセージの伝
え方」
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生涯学習課☎２３局3531

❶椅子に座って右脚を上にして脚を組む。

❷ゆっくり右側に身体をひねって背もたれをつかむ

❸そのままの姿で数回深い呼吸を繰り返す。

❹ゆっくり①の姿勢に戻す。

❺反対も行う。

※数回繰り返しましょう。

今月の座ったままストレッチは、ひねりを入れて上半身を
伸ばします。㊤、㊥、㊦を連続して行うと、より効果が高く
なります。気持ち良いところで止めて、身体を伸ばしてみ
ましょう。

座ったままス
トレッチ㊦

寒い冬こそし
っかりストレッ

チをしよう！

66

1 2 4

Ｑ

「市民の声」紹介
　　　布類のごみの日
にごみステーションへ布
団やじゅうたんを出して
もいいですか？

◉おはなしポケット

今日はどんなおはなしかな？
日時●3月11日火午前10時30分～
◉アイデア工作
開催期間●3月27日木～30日日午後1
時30分～
対象●小学生以上

詳しくは…◦子育て支援課（市役所内）　☎23局3513
児童センターだよりをご覧ください。
※小学校・保育園・幼稚園・市民館・福祉センター・子育て支援課にあります。
　 http://www.city.tahara.aichi.jp/life/baby/facility.html

　田原児童センター☎23局4761

◉みんなの様子

◦利用対象：0～18歳未満の児童（小学校入学前の乳幼児は保護者の付き添いが必要）
◦利用時間：午前9時30分～午後5時

3 月のお休み

3月3日月、10日月、17日月、24
日月、31日月

◦お知らせ　
市内の小学生以上の方を対象に、
緊急時連絡のための「利用登録」
を受付で行っています。
なお、児童センターでは
託児は行っていません。

◦

ダブルダッチに挑戦！

       　   布団やじゅうたんは出すことはで
きません。各資源化センターに搬入してくださ
い。※下表を参考にしてください。

※詳しくは各世帯に配布してある「田原市のごみの分
け方・出し方」をご覧ください。お持ちでない方は、市
ホームページでご覧いただくか、清掃管理課で配布し
ています。

▼清掃管理課  ☎23局3538
http://www.city.tahara.aichi.jp/section/

kankyou/kankyou_dashikata.html

品目 ゴミの種類/回収場所

布団・はんてん・じゅうた
ん、敷パッド、ぬいぐるみ

（大）

粗大ごみ/資源化セン
ター

ぬいぐるみ（小）、帽子、
革製カバン・くつ※金具
付はもやせないごみ

もやせるごみ/収集日に
所定のごみ回収場所
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人身28件（28件）
負傷34人（34人）
死亡1人（1人）
物損116件（116件）

火災0件（0件）
救急224件（224件）

●

●

●

●

●

●

●

●

●

窃盗犯罪発生件数 火災・救急件数交通事故発生件数

侵入盗1件（1件）
乗物盗2件（2件）
非侵入盗5件　（5件）

※（　）内の数字は平成26年の累計

田原警察署だより 田原警察署　 23局０１１０

1月

◉『110番の日』広報キャンペーンを実施！

　田原警察署は１月１０日（金）、「三河田原駅」と「道
の駅田原めっくんはうす」において『110番の日』の
広報キャンペーンを行いました。
　平成25年中、愛知県警には約66万件の110番通
報があり、１日平均約1800件でした。そのうち、全体の
約３割は相談や問い合わせなど、緊急性のない通報
でした。この日行われたキャンペーンでは、鈴木田原市
長を始め苅谷警察署長、コノハ警部などが、通勤・通
学者や買い物客
に対し、「事件・事
故緊急事案は
110番」「警察の
相談ダイヤル♯
9110」を呼び掛
け、110番通報の
適切な利用の啓
発を行いました。

（　　 ）
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70.5%

H15～H24の過去10年間の
平均貯水率

12/1 12/10 12/20 1/1 1/10 1/20 2/1 2/10 2/20

引っ越しによる水道の開始・中止の手続きを忘れずに。

H25の貯水率
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三河港大橋以外の採水地点の水質が悪化しています。
環境基準を目標にみんなで海をきれいにしていきましょう。

●三河湾の水質調査結果

●宇連ダム・大島ダム・調整池の貯水率

環境基準◎馬草湾沖・渥美火力放水口2mg/l以下

環境基準◎三河港大橋8㎎/ℓ以下

三河港大橋
片浜沖
馬草沖
渥美火力放水口

3

今月　納税・使用料の

納税は便利な
口座振替で

口座振替のお申し込みは・・・
お近くの金融機関・郵便局または税務課へ
お問い合わせは・・・

　 ▼税務課☎２３局３５０９
　　または☎２３局３５１０まで

　

１
か
ら
３
ま
で
の
問
題
を
解
い
て
マ
ス

を
埋
め
ま
し
ょ
う
。
太
枠
の
部
分
を
上
か

ら
順
番
に
並
べ
る
と
答
え
で
す
。
今
月
の

広
報
を
よ
～
く
読
む
と
わ
か
る
よ
。

１　

渥
美
半
島
一
帯
お
よ
び
伊
良
湖
岬
周

辺
で
、
３
月
31
日
（
月
）
ま
で
「
渥
美

半
島
菜
の
花
○
○
○
」を
開
催
中
で
す
。

毎
週
日
曜
日
に
行
う
イ
ベ
ン
ト
の
内
容

は
18
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２　

昨
年
募
集
し
た
「
田
原
市
観
光
写
真

○
○
○
○
○
２
０
１
３
」
の
入
賞
作
品

が
決
定
し
ま
し
た
。

３　
田
原
市
は
、
市
内
公
共
施
設
の
有
効
利

用
に
向
け
、
公
共
施
設
の
「
今
」
を
知

る
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
と
し
て
「
田
原
市
公

共
施
設
○
○
○
○
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

▼
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
、
ク
イ
ズ
の
答

え
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
と
、

広
報
た
は
ら
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
な

ど
を
記
入
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
正

解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
に

「
図
書
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

▼
締
め
切
り
＝
３
月
19
日
（
水
）
必
着

▼
あ
て
先
＝
〒
４
４
１

－

３
４
９
２

（
住
所
不
要
）田
原
市
役
所「
広
報
た
は
ら
」

【
２
月
号
の
答
え
】
な
の
は
な
（
菜
の
花
）

（
応
募
総
数
68
通
中
、
正
解
68
通
、
当
選

者
の
方
の
み
発
送
を
も
っ
て
発
表
に
代

え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
寄
せ

ら
れ
た
ご
意
見
な
ど
は
、
関
係
各
課
へ
も

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。）

1

2

3



学校の動物広場にいる
チャボの様子をよく見
て、生き生きと描くこと
ができました。

評 評
清田小学校1年

太田美妃さん

　　　   ち　　り

　太田　　瞳
 先生

「花のき村の盗人達」の
感想画。人を信じる場面
に思いを入れて、丁寧に
描くことができました。

評 髪の毛や着物が細かく丁寧にできまし
た。かわいらしいお雛様ですね。
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひな さま

   かみ　　　 け　　　　き　もの　　　こま　　　　　ていねい

       ふ　 じ　さん　　 のぼ　　すがた     ひょうげん　　　

評「１年生になったら」の歌のように、友達と仲良
く富士山に登る姿が表現できましたね。

　　　　 ねんせい　　　　　　　　　　　　　　 うた　　　　　　　　　　  ともだち　　 なか  よ

水彩画 水彩画

清田小学校5年

斎藤千里さん

髪の毛を付けるところが難し
かったよ。

の　　  わ

伊良湖岬保育園

太田乃綾ちゃん（6歳）

ちぎった折り紙をがんばって
貼ったよ。

伊良湖岬保育園

岡田誠也くん（6歳）

　かみ　　 け　　　つ　　　　　　　　　　　むずか

　は

　 　　   み　  さき

せい　　や

お　　がみ

平成26年3月1日 │　 │24本誌は再生紙を使用しています。

65,247人　総人口

32,915人　男性

32,332人　女性

21,894世帯世帯数

51人出生 64人死亡

138人転入 151人転出

－26人増減

（平成19年10月１日現在・国土地理院調べ）

■人口と世帯数

■行政面積
１88.81km2

（平成26年2月1日現在）

※増減は1月中です

本誌は再生紙を使用しています。

▼
姉
妹
都
市
の
設

楽
町
と
の「
菜
の

花
交
流
」で
、園
児

た
ち
は
イ
チ
ゴ
狩

り
を
楽
し
み
ま
し

た
。最
初
は
飛
び
交
う
ミ
ツ
バ
チ
の

様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
も
の
の
、

し
だ
い
に
食
べ
る
こ
と
に
夢
中
に
な

り
、そ
の
甘
い
味
に
笑
顔
が
溢
れ
ま

し
た
。設
楽
町
と
い
え
ば
、小
学
校
の

教
科
書
に「
凍
っ
た
池
で
ス
ケ
ー
ト

を
す
る
子
ど
も
」の
写
真
が
載
っ
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。あ
の
こ

ろ
は
ず
い
ぶ
ん
遠
く
て
環
境
の
違
う

と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。園

児
た
ち
も
、田
原
市
は「
遠
い
け
ど
イ

チ
ゴ
が
お
い
し
い
ま
ち
」な
ん
て
印

象
を
持
っ
た
の
か
も
。で
も
大
人
に

な
れ
ば
そ
れ
ほ
ど
遠
く
は
あ
り
ま
せ

ん
。今
回
の
交
流
を
懐
か
し
み
、ぜ
ひ

再
訪
し
て
く
だ
さ
い
ね
。（
Ｍ
）

▼
近
く
で
イ
チ
ゴ
狩
り
が
で
き
る
の

に
行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。園
児
の
笑
顔
を
見
て
い
た
ら
、今

年
こ
そ
と
思
い
ま
し
た
。（
Ｏ
）

【
表
紙
の
写
真
】菜
の
花
交
流
イ
チ
ゴ
狩
り

（
大
久
保
町
）
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